
建築局「建設キャリアアップシステム」活用モデル工事実施要領 

令 和 ７ 年 （ 2025 年 ） 12 月22 日 改定 

１  目的 

公共工事の品質確保には、優れた技能と経験を有する技能者を将来にわたって確保・育成すること

が不可欠であり、若者をはじめとする中長期的な技能者の確保・育成に配慮することは公共発注者が

果たすべき責務となっている。 

本要領は、建設技能者の技能と経験に応じた賃金の支払いと処遇改善などに資する建設キャリアア

ップシステム（以下「ＣＣＵＳ」という。）の活用を目的としたＣＣＵＳ活用モデル工事の試行を実施

するため、必要な事項を定めるものである。 

 

２  用語の定義 

本要領において使用する用語の定義は以下のとおりとする。 

技能者    ：元請企業及び下請企業の従業員で、建設技能者として就労する者をいい、一人親

方を含む。 

カードリーダー：ＣＣＵＳに対応したＩＣカードリーダー等をいう。 

現場利用料  ：ＣＣＵＳのシステム利用料のうち、技能者の就業履歴回数（カードタッチ）ごと

に発生する料金であり、元請として現場を登録する事業者が支払いを行う費用を

いう。 

対象期間   ：ＣＣＵＳ活用モデル工事の現場において技能者の就業履歴を蓄積すべき期間のこ

とをいい、工期から準備期間、不稼働日及び後片付け期間を除いた期間とする。 

ただし、現場着手日までに事業者登録、技能者登録及び管理者ＩＤ（現場管理者）

登録が完了していない場合は、これらの登録が全て完了した日の翌日を期間の始

まりとする。 

 

３ ＣＣＵＳ活用モデル工事 

（１）対象工事 

原則として、全ての工事を対象とし、受注者が、工事着手前に、発注者に対してＣＣＵＳの活用に

取り組む旨を協議した上で取り組む、受注者希望方式とする。ただし、以下に該当する工事は対象外

とする。 

ア 一般競争入札（ＷＴＯ案件） 

イ 緊急工事など、工事施工成績評定を行わない工事 

ウ その他の事由により、発注者がＣＣＵＳを活用できないと判断する工事 

（２）入札公告及び特記仕様書への明示 

（１）の対象工事は、入札公告及び特記仕様書においてその旨を明らかにすること。 

（３）試行内容 

（１）の対象工事において、下表の評価対象項目ごとの判断基準（以下「基準」という。）を全て

達成した場合、工事施行成績評定において加点を行うものとする。 

評価対象項目 判断基準 

① 事業者登録 ※１） 元請企業の登録 

② 管理者ＩＤ（現場管理者）登録 当該現場の登録 

③ 技能者の就業履歴の蓄積 対象期間の日数の 50％以上蓄積 

④ アンケートの提出 ※２） 工事完成までに発注者に提出 



※１）既に事業者登録を終えている場合は、①の基準を満たしているものとする。 

※２）発注者よりアンケート調査の依頼があった場合のみ 

 

（４）基準の達成状況の確認方法 

発注者は、受注者に対して（３）に掲げる基準の達成状況を記載した資料の提出を求めることに

より、基準の達成状況を確認するものとする。 

評価対象項目 資料の例 

① 事業者登録  

就業履歴一覧（月別カレンダー）など ② 管理者ＩＤ（現場管理者）登録 

③ 技能者の就業履歴の蓄積 

④ アンケートの提出 － 

（５）工事施行成績評定への反映 

受注者が（３）に掲げる全ての基準を達成した場合は、工事施行成績評定基準の工事成績採点の

考査項目別運用表における評価項目「５．創意工夫－■施工関係」の「その他」欄に「ＣＣＵＳ活

用モデル工事の基準達成」と記載して、加点評価することとする。 

（６）ＣＣＵＳ活用にかかる費用 

ＣＣＵＳ活用のためのカードリーダー設置費用及び現場利用料（カードタッチ費用）について、

次のとおり、当初予定価格から活用を前提とした経費の積算を行い、実績に基づき設計変更するこ

ととする。 

この際、これらの費用は共通仮設費として積上げ計上する。 

ア カードリーダー設置費用 

カードリーダーの設置費用について、数量１台（概数）を計上する。 

当該工事における使用のために受注者が準備したものに限るものとし、現場での使用実績に

基づき設計変更を行う。 

認証カメラやスマートフォン等を活用した入退場管理機器や、電源だけで CCUS を現場導入

する機器を使用する場合等については、必要な費用を設置費用の対象とし、設計変更を行う。 

ただし、カードリーダー以外の機器（パソコン、タブレット）や通信費は計上しない。 

イ 現場利用料（カードタッチ費用） 

現場における現場利用料について、次の算定式により計上し、受注者が提出する当該現場に

係る現場利用料の明細に基づき、設計変更することとする。 

なお、現場でカードタッチを忘れた場合の事後補正については、（一財）建設業振興基金によ

る請求に含まれる範囲に限り対象とする。 

（算定式） 

当初現場利用料＝（工期（日）×５０％×１０人）（概数）×１０円 

 

（７）アンケートの実施 

受注者は、発注者よりアンケート調査の依頼があった場合、工事完成までに提出するものとする。 

（８）その他 

この要領に定めのない事項については、必要に応じて受発注者の協議により定めるものとする。 

 

 

 



４ ＣＣＵＳ活用モデル工事実施フロー 

ＣＣＵＳ活用モデル工事発注時 

原則、全ての工事について、入札公告及び特記仕様書

に当該工事がＣＣＵＳ活用モデル工事である旨を記

載する。 

 

   

ＣＣＵＳ活用モデル工事契約後 

受注者は、ＣＣＵＳの活用について、希望の有無を記 

載した工事打合せ記録簿を工事監督員に提出する。 

 

              ※活用を希望する場合 

  

ＣＣＵＳ活用モデル工事施工中 

工事監督員は、ＣＣＵＳの活用が適切に行われてい

るか、必要に応じて受注者への聞き取りや、受注者

からの資料の提出を受け達成状況を確認する。 

 

工事監督員は、ＣＣＵＳの活用のためのカードリー

ダー設置費用及び現場利用料について、実績に基づ

き設計変更を行う。 

  

ＣＣＵＳ活用モデル工事完成 

受注者は、発注者よりアンケート調査の依頼があっ

た場合、アンケートを提出する。 

 

工事監督員は、受注者が全ての基準を達成した場

合、工事施行成績評定において加点する。 

 

附則 

この要領は、令和４年（2022 年）４月１日以降に公告を行う工事から適用する。 

附則 

この要領は、令和６年（2024 年）10 月 15 日以降に入札を行う工事から適用する。 

附則 

この要領は、令和７年（2025 年）４月１日以降に入札を行う工事から適用する。 

附則 

この要領は、令和８年（2026 年）４月１日以降に入札を行う工事から適用する。 

 

 

工事監督員は、カードリ

ーダー設置費用及び現場

利用料について、減額の

設計変更を行う。 

※活用を希望しない場合 

受注者は、発注者よりア

ンケート調査の依頼があ

った場合、アンケートを

提出する。 

 


